
 

 

 

 

 

 
 

 

 １２月１７日（火）に、白鷹町で開催された学校運営協議会推進研

修会で、出前講座の第４弾を実施しました。各学校の校長先生、教頭

先生、学校運営協議会委員、地域学校協働活動推進員の皆様に、学校

運営協議会の効果的な在り方についてお話をさせていただきました。 

この度の出前講座では、時間を６０分いただきましたので、２０分

の説明の後、「子どもたちが将来、白鷹町に住み続ける、白鷹町に戻っ

てくるために今できることは？」のテーマで模擬熟議を行いました。

普段、熟議をしている関係者同士での話し合いのため、和やかな雰囲

気の中で様々なアイディアが出されました。出された意見をすぐできる

ものと検討が必要なものに分類した後、すぐできるものについて、自身

の立場で何ができるか考え、共有するところまで行ったところです。 

 出前講座は１５分程度のミニ講座から、模擬熟議を含めた９０分程度

のものまで、ご要望に応じて準備させていただきます。教育委員会主催

のもの、学校単位のものを問わずお伺いいたします。今年度最後の学校

運営協議会、また次年度開催の学校運営協議会の際に、出前講座をご検

討いただけますと幸いです。 

 
 

 発達コミュニケーショントレーナー 宮田かなこ氏（三重県在住）を講師に「すべての子どもに

スポーツの歓びを～反抗期の子どもや特性を持った子どもの活動をみんなで支えよう～」と題

し、講演及びワークショップを行いました。子どもがスポーツを楽しいと感じることができるよう

するためには、「かける言葉」「指導者（大人）が心がける４つのポイント」「肯定の１０のテクニ

ック」など、すぐにでも実践できるコミュニケーション方法を学び、自己効力感（未来への自分

に対する自信）を持たせるコツを知ることができました。また、参加者が抱える悩みを議題として行われたワークショップ

では、自分の考えを出したり他者の考えを共有したりすることを通して、今後の指導や関わり方などについての「ヒントを

得ることができた」という感想を多くいただきました。 

今回の研修会では、指導者と親の両方の立場から子どもを育てていくことで、「スポーツの歓び」を味わうことができ

るということがわかり、

これまでの自分を振

り返ることができた貴

重な時間となりまし

た。 
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～R6年度 東北大学社会教育主事講習 受講者の声を紹介～  
 「社会教育主事講習」とは…「社会教育主事」の資格を得る、または「社会教育士」の 

称号を得るためには、大学等で「社会教育主事養成課程」を取る以外に、現役の教員 

などが「社会教育主事講習」を受講して資格・称号を得る方法があります。 

「社会教育士」とは…文部科学大臣の委嘱を受けた大学等の教育機関が実施する講習や 

大学での養成課程を修了した人たちの称号です。講習や養成課程で習得した社会教育の制度や基礎的な知識

に加え、コーディネート能力、ファシリテーション能力、プレゼンテーション能力等を活かし、行政や企業、

NPO、学校等の多様な場で活躍することが期待されています。 

山形県では、主に「東北大学」が実施する講習に、多数の教職員が参加しており、近年はオンライン講義の

積極的導入により、より受講しやすい環境が整っています。（※H３０年度～R５年度 教職員受講 延べ４０名） 

 今年度、置賜からは 4名が受講し、新たに「社会教育士」の称号を得ました。置賜から派遣された４名の皆

さんの声を紹介します。（受講後のレポートより一部抜粋） 

 

南陽市立漆山小学校 板垣 航 教諭  

私の周りでも学校の統廃合が進んでいますが、横のつながりを広げることと同時に、地域で子供を育て 

るという意識と縦のつながりを大切にしていかなければいけないということについて考えました。    

これらの学びを通し、学校現場で実現したいことがはっきりしてきました。 

 

小国町立小国中学校 室岡 貴翔 教諭 

今回の講習で触れた社会教育の具体的な課題は、私が思っている以上に多岐にわたるものでした。 

（中略）そして、こうした課題に対して人やものを「つなぐ」役割を果たしている方々の熱い思いに触れ、 

私自身ももっと学び、様々なことを調べていきたいという気持ちが強くなりました。 
  

南陽市教育委員会 髙橋 和 主事 

 毎日が新たな学びの連続で、多くの視座を得ることができました。多くの講師による豊富な講義内容の 

ほか、三県にまたがり、教職、行政職、民間企業の方など普段交流することのない様々な受講生と出会い、 

グループで活動したことからも、自分にはないものを持った方々と協働することの楽しさや難しさを感じました。 
 

置賜教育事務所 岩井 達也 社会教育主事 

「あなたにとって、一生の財産となる研修になると思います。」今回の研修に臨むにあたって、 

ある方からいただいた言葉である。その言葉の通り実り多い講習会であった。その中でも、「社 

会教育に携わる方々との出会い」は、今後特に大切にしていきたい。 

 

このように、学んだ内容を教育の現場で大いに活かしていただきながら、子ども・大人の多面的 

な成長を支援する役割が期待されます。また、受講者自身の視野・知見を広げるとともに、人生を 

さらに豊かにしてくれるものと思われます。２月に教育委員会を通して次年度の「東北大学社 

会教育主事講習」の募集がありますので、興味のある方は、ぜひ受講をご一考いただけ 

ればと思います。 



再周知 令和６年度「成人期・高齢期教育研修会」 

 

 

■主 催：山形県教育委員会 

 

■主 管：教育局生涯教育・学習振興課 

 

■ねらい：成人期・高齢期における学習活動の在り方についての現状と課題等についての理

解を図り、先進地域の実践事例を聞くことにより、事業の企画等、社会教育に携わる参加者の

資質向上を図る。  

 

■対象者：成人期・高齢期教育に関する業務等に携わる関係者 

・社会教育主事（県教育事務所・青少年教育施設、市町村教委、県生涯学習センター等） 

・関係行政等職員（教育委員会・首長部局職員、公民館・コミセン職員等） 

・地域学校協働活動関係者（学校支援活動、地域人材を活用した地域づくりに関わる方等） 

 

■期 日：令和７年２月７日（金）１３：１５～１５：３０《受付：１３:００～》 

 

■会 場：遊学館 第一研修室（オンライン参加可） 

 

■内 容： 

１ 郷土の魅力発見・体験プログラム普及事業事例発表   （１３：１５～１４：２５） 

事業名「まちなかサードプレイスJr.『ペタペタスタンプラリー』」（村山地区） 

事業名「地域探究学講座『とざわげんきまる祭』」（最上地区） 

事業名「おきたまジモディ（じもと×study）プログラム」（置賜地区） 

事業名「ちいきを知ろう！そば打ち体験＆やまあるきワークショップ」（庄内地区） 

講評（皆川先生より） 

 

２ 講  演   （１４：３０～１５：３０） 

「次代を創る人たちの郷土愛醸成に向けて～大人の学びが地域づくりを変える～」 

講師：秋田大学非常勤講師（社会教育経営論）/元文部科学省コミュニティ・スクール 

推進員/秋田県生涯学習センター社会教育主事：皆川 雅仁 氏 

■参加申込 

・申込方法; 参加を希望する場合は、別紙様式に必要事項（所属、職氏名等）を記入の上、 

下記担当あてに、電子メールにて申し込みください。 

 

・申込期限：令和７年１月２８日（火） 

 

問合せ・申込先 ・・・山形県教育局生涯教育・学習振興課 生涯学習主査 秋葉 正任  

TEL;023-630-2872     FAX;023-630-2874 

Mail；akibamas@pref.yamagata.jp      

 

 置賜社会教育振興会関係者 
問合せ・申込先 ・・・置賜教育事務所社会教育課 主任社会教育主事 阿部 文 

TEL;023８-８８-８２４１     FAX;023８-８４-５７００ 

Mail；abeaya@pref.yamagata.jp 

なお、置賜社会教育振興会では、当研修会を「第3回公民館・ 

コミュニティセンター・社会教育関係職員等研修会」として位置 

づけております。たくさんのご参加をお待ちしております。 

 



社教振用別紙様式 

FAX でのお申し込みは ０２３８－８４－５７００ 
置賜教育事務所社会教育課 担当：阿部まで（このまま送信ください） 

成人期・高齢期教育担当者研修事業 令和６年度「成人期・高齢期教育研修会」参加申込書 

□参加方法  （ 会場参加   オンライン参加 ） どちらかを〇で囲んでください。 

 

□所属名   （                    ） 

 

□記入者職氏名（                   ） 

 

□電話番号  （                    ） 

 

□ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  （                         ）オンライン参加の場合は記入ください。 

 

■参加者名 

氏  名 職  名 備  考 

   

   

   

○申込方法; 参加を希望する場合は、必要事項（参加方法、所属、職氏名、ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ等）を記

入の上、下記担当あてに、電子メール、FAXにて申し込みください。 

申込締切  令和７年１月２８日（火） 
○その他 

・オンライン参加の場合は、Web会議ツール「Zoom」を活用いたしますので、事前にアプリ

のダウンロードをお願いします。 

・会議 ID等の詳細については、２月３日（月）までに、いただきましたメールアドレス宛に御

連絡いたします。（２月 4日までに会議 ID等が届かない場合には下記担当まで御連絡下さい）  

 

  
《問合せ・申込先》 

山形県教育局生涯教育・学習振興課 生涯学習主査 秋葉 正任 

TEL;023-630-2872  E-mail: akibamas@pref.yamagata.jp 

 

《置賜社会教育振興会関係者の問合せ・申込先》 

置賜教育事務所社会教育課 主任社会教育主事 阿部 文 

TEL;0238-88-8241FAX:0238-84-5700  

Email:abeaya@pref.yamagata.jp 
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